
エ
バ
ラ
食
品
工
業
は
１３

日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
１

０
０
％
出
資
子
会
社
を
設

立
す
る
と
発
表
し
た
。
同

日
開
催
の
取
締
役
会
で
決

議
し
た
。
今

後
も
成
長
が

見
込
ま
れ
る

東
南
ア
ジ
ア

地
域
で
、
よ
り
一
層
の
エ

バ
ラ
ブ
ラ
ン
ド
の
浸
透
と

事
業
拡
大
を
推
進
す
る
。

ま
た
将
来
的
な
東
南
ア
ジ

ア
地
域
全
体
の
経
営
戦
略

の
拠
点
と
し
て
、
現
地
で

の
迅
速
な
意
思
決
定
と
管

理
体
制
の
強
化
を
図
る
。

新
会
社
は
今
年
８
月
に

資
本
金
６５
万
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
�
で
設
立
さ
れ
る
予

定
。
代
表
者
は
関
進
氏
、

事
業
内
容
は
調
味
料
の
販

売
と
貿
易
事
業
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
、
子
会
社
で

あ
る
荏
原
食
品
香
港
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
支
店
で
東
南

ア
ジ
ア
地
域
の
販
売
活
動

を
展
開
し
て

き
た
が
、
新

た
に
子
会
社

を
設
立
し
、

同
支
店
の
業
務
を
移
管
す

る
こ
と
に
し
た
。
荏
原
食

品
香
港
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

支
店
は
今
後
閉
鎖
さ
れ
る

予
定
。
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記
録
的
な

猛
暑
だ
。
先

日
の
３
連
休

期
間
も
含
め

て
最
高
気
温

３５
度
以
上
の

猛
暑
日
が
続

い
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な

く
な
い
。
西
日
本
と
東
日

本
で
は
、
来
週
、
さ
ら
に

７
月
下
旬
に
か
け
て
高
温

が
長
引
く
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
。
そ
の
マ
イ
ナ
ス

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
▼
何

と
言
っ
て
も
健
康
へ
の
影

響
が
心
配
だ
。
熱
中
症
の

危
険
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。
専
門
家
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
不
要
不
急
の
外

出
や
運
動
は
控
え
る
べ
き

だ
し
、
水
分
や
塩
分
を
こ

ま
め
に
補
給
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
▼
食
関
連
で
は
、
農

産
物
へ
の
影
響
が
や
は
り

心
配
だ
。
豪
雨
が
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る

が
、
猛
暑
が
長
引
け
ば
、

夏
、
さ
ら
に
秋
以
降
の
野

菜
な
ど
の
供
給
に
支
障
が

出
て
く
る
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
、
消
費
者
マ
イ

ン
ド
や
消
費
行
動
へ
の
マ

イ
ナ
ス
影
響
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
▼
「
危
険
な
暑

さ
」
と
言
わ
れ
る
と
、
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
や
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
な
ど
屋
外
・
野
外
で

の
飲
食
を
避
け
た
く
な

る
。
た
だ
、
猛
暑
が
も
た

ら
す
の
は
マ
イ
ナ
ス
影
響

だ
け
で
は
な
い
。
一
般
論

で
い
え
ば
、
猛
暑
に
は
個

人
消
費
を
押
し
上
げ
る
効

果
が
あ
る
と
い
う
。
マ
イ

ナ
ス
影
響
へ
の
懸
念
が
あ

る
半
面
、
プ
ラ
ス
効
果
へ

の
期
待
も
小
さ
く
な
い
。
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中
期
経
営
計
画
で
は
２０
年

ま
で
に
Ｒ
Ｔ
Ｄ
（
缶
チ
ュ
ー

ハ
イ
）
１
千
万
箱
を
目
指
す

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
は
、
８
月

２８
日
に
Ｒ
Ｔ
Ｄ
新
機
軸
ブ
ラ

ン
ド
「
サ
ッ

ポ
ロ
チ
ュ
ー

ハ
イ
９９
・
９９

（
フ
ォ
ー
ナ

イ

ン

）

」

（

度

数

９

％
）
を
発
売

す
る
。
７
月
１８
日
の
会
見
で

�
島
英
也
社
長
は
「
ア
ク
セ

ル
を
目
い
っ
ぱ
い
踏
み
込
ん

で
、
フ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

で
上
市
す
る
」
と
強
い
意
欲

を
見
せ
た
。

今
年
１
～
６
月
の
Ｒ
Ｔ
Ｄ

市
場
は
前
年
同
期
比
１
０
９

・
５
％
と
引
き
続
き
大
き
く

伸
び
て
い
る
。
ビ
ー
ル
類
な

ど
他
酒
類
か
ら
の
流
入
が
主

要
因
と
み
ら
れ
る
。
１
～
６

月
家
庭
用
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
構

成
比
で
は
、
第
３
の
ビ
ー
ル

に
次
ぐ
規
模
（
１９
％
）
と
み

ら
れ
、
量
販
の
棚
も
大
き
く

膨
ら
ん
だ
。
中
で
も
度
数
７

～
９
％
の
ス
ト
ロ
ン
グ
系
は

Ｒ
Ｔ
Ｄ
市
場
の
６
割
弱
を
占

め
、
男
性
を
中
心
に
飲
ま
れ

て
い
る
。

Ｒ
Ｔ
Ｄ
は
「
過
去
に
は
エ

ン
ト
リ
ー
的
な
酒
と
い
う
位

置
づ
け
が
大
き
か
っ
た
」

（
川
口
尚
宏
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

部
長
）
と
い
う
が
、
最
近
で

は
よ
り
�
本
格
志
向
�
に
な

っ
て
い
る
と
分
析
す
る
。

�
研
ぎ
澄
ま
す
�
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
据
え
た
同
品
は

「
同
ク
リ
ア
ド
ラ
イ
」
「
同

ク
リ
ア
レ
モ
ン
」
の
２
フ
レ

ー
バ
ー
を
展
開
。
２
段
階
の

白
樺
炭
ろ
過
で
つ
く
ら
れ
た

純
度
９９
・
９９
％
の
ウ
ォ
ッ
カ

を
使
い
「
飲
み
応
え
は
あ
り

な
が
ら
も
、
嫌
な
ア
ル
コ
ー

ル
感
や
雑
味
が
残
ら
な
い
ス

ム
ー
ス
な
飲
み
口
」
（
同
）

と
し
た
。
�
島
社
長
は
「
果

実
・
果
汁
が
主
役
で
は
な

い
、
酒
の
お
い
し
さ
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
『
大
人
の
缶

チ
ュ
ー
ハ
イ
』
だ
」
と
胸
を

張
り
「
競
争
が
激
化
し
た
中

で
も
選
ば
れ
る
理
由
を
示
し

た
い
。
小
さ
い
差
か
も
し
れ

な
い
が
、
評
価
い
た
だ
け
る

と
思
い
積
極
投
資
す
る
こ
と

に
し
た
。
自
分
た
ち
の
軸
に

し
た
い
」
と
自
信
を
の
ぞ
か

せ
た
。

新
価
値
開
発
部
の
河
野
あ

づ
さ
氏
は
「
高
純
度
ウ
ォ
ッ

カ
を
中
心
に
置
き
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
そ
ぎ
落

と
し
た
」
と
言
い
、
「
同
ク

リ
ア
レ
モ
ン
」
に
つ
い
て
も

「
果
実
は
酒
を
引
き
立
て
る

と
い
う
設
計
で
、
控
え
め
な

レ
モ
ン
感
が
他

の
商
品
と
は
違

う
」
と
語
る
。

４０
～
５０
代
男
性

を
狙
う
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ

も
「
ク
リ
ア
ド

ラ
イ
」
は
全
体
を
マ
ッ
ト
調

と
し
本
格
感
、
上
質
感
を
表

現
。
星
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
マ

ー
ク
を
中
央
に
配
し
た
。
事

前
の
評
価
で
は
「
ス
ッ
キ
リ

と
し
た
味
」
「
軽
快
に
飲
め

る
」
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て
も

「
高
級
な
感
じ
」
な
ど
高
評

価
だ
。

発
売
日
か
ら
投
下
す
る
Ｔ

Ｖ
Ｃ
Ｍ
に
は
俳
優
の
長
谷
川

博
己
さ
ん
を
起
用
。
１８
日
か

ら
ト
ラ
イ
ア
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
１９
日
か
ら
テ
ィ
ザ
ー
を

始
め
る
な
ど
重
層
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
フ
レ
ー

バ
ー
の
拡
大
や
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
度
数
帯
の
発
売
も
視
野
に

入
れ
る
。

各
フ
レ
ー
バ
ー
と
も
に
３

５
０
�
缶
（
参
考
小
売
価
格

１
４
１
円
）
、
５
０
０
�
缶

（
１
９
１
円
）
を
揃
え
た
。

規
格
は
「
ス
ピ
リ
ッ
ツ
（
発

泡
性
）
�
」
、
１８
年
販
売
計

画
は
２
０
０
万
箱
（
２
５
０

�
×
２４
本
換
算
）
。

会
見
に
臨
む
�
島
社
長
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平
成
２９
年
度
の
国
内
チ
ー

ズ
総
消
費
量
は
前
年
比
５
・

３
％
増
（
３３
万
８
千
３
４
４

ｔ
）
と
な
り
、
３
年
連
続
で

過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
（
以

下
、
Ｐ
Ｃ
）
は
０
・
４
％
減

（
１３
万
２
７
７
ｔ
）
だ
っ
た

が
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ

（
以
下
、
Ｎ
Ｃ
）
が
９
・
１

％
増
（
２０
万
８
千
６７
ｔ
）
と

牽
引
、
Ｎ
Ｃ
は
輸
入
量
８
・

３
％
増
（
２６
万
６
千
９
８
０

ｔ
）
。
う
ち
Ｐ
Ｃ
原
料
用
を

除
い
た
分
は
１０
・
６
％
増

（
１８
万
４
千
３
１
７
ｔ
）
と

２
ケ
タ
成
長
し
た
。
健
康
機

能
が
注
目
さ
れ
た
カ
マ
ン
ベ

ー
ル
、
チ
ェ
ダ
ー
や
、
手
軽

に
食
べ
ら
れ
る
レ
シ
ピ
提
案

な
ど
が
支
持
さ
れ
た
シ
ュ
レ

ッ
ド
、
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
な
ど

も
寄
与
し
た
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
国
産
Ｎ
Ｃ
は
生
産

量
３
・
８
％
減
（
４
万
５
千

５
３
５
ｔ
）
で
、
Ｐ
Ｃ
原
料

用
以
外
も
０
・
９
％
減
（
２

万
３
千
７
５
０
ｔ
）
と
振
る

わ
な
か
っ
た
。
こ
の
あ
た
り

は
チ
ー
ズ
の
主
原
料
で
あ
る

国
産
生
乳
生
産
量
の
減
少
も

影
響
し
た
。

Ｐ
Ｃ
は
国
内
生
産
量
０
・

４
％
減
（
１２
万
１
千
１
６
０

ｔ
）
、
輸
入
数
量
０
・
１
％

減
（
９
千
１
１
７
ｔ
）
で
ほ

ぼ
横
ば
い
だ
が
、
家
庭
用
に

つ
い
て
は
家
飲
み
需
要
も
背

景
に
、
ベ
ビ
ー
、
６
Ｐ
、
ス

ラ
イ
ス
な
ど
が
好
調
に
推
移

し
た
。

な
お
、
Ｐ
Ｃ
原
料
に
占
め

る
国
産
割
合
は
２０
・
９
％

（
前
同
２２
・
６
％
）
。
４
年

連
続
で
低
下
し
、
２２
年
度
比

で
は
８
・
２
�
下
落
し
た
。

主
要
大
豆
関
連
団
体
は
今
夏
中
に
、
消
費
者
庁
へ
対
し
て

連
名
で
要
望
書
を
提
出
す
る
。
消
費
者
庁
の
「
遺
伝
子
組
換

え
表
示
制
度
に
関
す
る
検
討
会
」
に
お
い
て
、
「
遺
伝
子
組

換
え
で
な
い
」
表
示
が
認
め
ら
れ
る
条
件
を
現
行
制
度
の

「
５
％
以
下
」
か
ら
「
不
検
出
（
０
％
）
」
に
引
き
下
げ
る

方
向
性
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
主
要
大
豆
関
連
団
体

は
表
示
条
件
の
「
不
検
出
」
へ
の
引
き
下
げ
に
反
対
し
、
再

検
討
を
求
め
る
。

消
費
者
庁
は
昨
年
４
月
か

ら
今
年
３
月
ま
で
、
遺
伝
子

組
換
え
表
示
制
度
に
関
す
る

検
討
会
を
開
き
、
報
告
書
を

ま
と
め
た
。

報
告
書
で
は
、
意
図
せ
ざ

る
混
入
の
許
容
率
に
つ
い
て

「
で
き
る
だ
け
引
き
下
げ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
消
費
者
の

要
望
が
あ
る
も
の
の
、
事
業

者
に
よ
る
原
材
料
の
安
定
調

達
が
困
難
と
な
る
可
能
性
、

許
容
率
引
き
下
げ
に
伴
う
検

査
に
係
る
作
業
量
や
コ
ス
ト

増
大
な
ど
諸
事
情
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
大
豆
と
と
う
も

ろ
こ
し
に
つ
い
て
５
％
以
下

の
意
図
せ
ざ
る
混
入
を
認
め

て
い
る
現
行
制
度
を
維
持
す

る
の
が
適
当
と
の
考
え
を
示

し
た
。

一
方
で
、
遺
伝
子
組
換
え

で
な
い
表
示
が
認
め
ら
れ
る

条
件
に
つ
い
て
は
「
大
豆
と

と
う
も
ろ
こ
し
に
対
し
て
遺

伝
子
組
換
え
農
産
物
が
最
大

５
％
混
入
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
遺
伝
子
組
換
え

で
な
い
表
示
を
可
能
と
し
て

い
る
こ
と
は
誤
認
を
招
く
」

と
の
意
見
を
踏
ま
え
、
誤
認

防
止
、表
示
の
正
確
性
担
保
、

消
費
者
の
選
択
幅
拡
大
の
観

点
か
ら
、
遺
伝
子
組
換
え
で

な
い
表
示
が
認
め
ら
れ
る
条

件
を
現
行
の
５
％
以
下
か
ら

不
検
出
に
引
き
下
げ
る
の
が

適
当
と
の
考
え
を
示
し
た
。

大
豆
食
品
業
界
は
唐
突
な

�
不
検
出
�
案
に
驚
い
て
い

る
。
大
豆
業
界
で
は
こ
の
約

２０
年
間
、
海
外
の
大
豆
生
産

農
家
、
集
荷
業
者
等
と
協
力

し
、
分
別
生
産
流
通
管
理
制

度
の
構
築
に
努
め
て
き
た
。

そ
の
た
め
、
大
豆
に
関
し
て

は
１
％
未
満
で
の
意
図
せ
ざ

る
混
入
率
を
達
成
で
き
る
ま

で
に
な
っ
た
。
ま
た
、
遺
伝

子
組
換
え
大
豆
は
厚
労
省
か

ら
「
安
全
で
あ
る
」
と
い
う

お
墨
付
き
も
あ
る
。
さ
ら

に
、
混
入
率
の
公
定
検
査
法

も
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

も
し
不
検
出
に
の
み
「
遺

伝
子
組
換
え
で
な
い
」
表
示

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
分
別
生
産
流
通
管
理
制

度
そ
の
も
の
が
崩
壊
す
る
恐

れ
も
あ
り
、
何
も
表
示
し
な

い
事
業
者
と
何
ら
か
の
方
法

で
表
示
す
る
事
業
者
が
混
在

し
、
ま
す
ま
す
消
費
者
や
小

売
店
の
現
場
を
惑
わ
す
結
果

に
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、

社
会
的
コ
ス
ト
の
増
大
も
考

え
ら
れ
る
。

全
国
納
豆
協
同
組
合
連
合

会
、
全
国
味
噌
工
業
協
同
組

合
連
合
会
、
日
本
醤
油
協

会
、
全
国
凍
豆
腐
工
業
協
同

組
合
連
合
会
、
関
東
大
豆
卸

商
組
合
連
合
会
、
全
国
豆
腐

連
合
会
、
日
本
豆
腐
協
会
な

ど
主
要
大
豆
関
連
団
体
は
消

費
者
庁
に
対
し
て
連
名
で
要

望
書
を
提
出
す
る
方
針
で
、

不
検
出
へ
の
引
き
下
げ
に
つ

い
て
再
検
討
を
要
望
す
る
。

地
法
人
設
立
と
新
工
場
建
設

を
決
め
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
業
務
用
ミ
ッ

ク
ス
新
工
場
は
年
間
約
９
千

ｔ
の
生
産
能
力
を
計
画
。
グ

ル
ー
プ
で
蓄
積
し
た
技
術
ノ

ウ
ハ
ウ
を
投
入
し
、
現
地
市

場
で
の
高
度
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
差
別
化
製
品
を
供

給
し
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
事
業

拡
大
を
図
る
。

な
お
、
同
社
グ
ル
ー
プ
の

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
に
お
け
る

業
務
用
プ
レ
ミ
ッ
ク
ス
の
海

外
供
給
拠
点
は
、
タ
イ
日
清

テ
ク
ノ
ミ
ッ
ク
Ｃ
ｏ
	


Ｌ

ｔ
ｄ
に
続
き
、
ベ
ト
ナ
ム
の

新
工
場
建
設
に
よ
り
、
「
こ

れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
供

給
体
制
が
整
う
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
地
域
で
の
コ
ア
事
業
の
基

盤
強
化
に
よ
り
、
海
外
事
業

の
展
開
を
一
層
加
速
す
る
」

と
し
た
。

（
３
面
に
関
連
人
事
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
清
製
粉
グ
ル
ー
プ
は
、

業
務
用
ミ
ッ
ク
ス
事
業
の
海

外
展
開
を
加
速
さ
せ
る
。
６

月
２１
日
付
で
、
新
た
に
ベ
ト

ナ
ム
に
現
地
法
人
Ｖ
ｉ
ｅ
ｔ

ｎ
ａ
ｍ

Ｎ
ｉ
ｓ
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｃ

Ｃ
ｏ
	


Ｌ
ｔ
ｄ
（
以
下
、

ベ
ト
ナ
ム
日
清
テ
ク
ノ
ミ
ッ

ク
）
を
設
立
し
た
。
合
わ
せ

て
、
１９
年
冬
の
稼
働
を
目
指

し
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
郊
外
に

業
務
用
ミ
ッ
ク
ス
の
新
工
場

を
建
設
す
る
。

ベ
ト
ナ
ム
日
清
テ
ク
ノ
ミ

ッ
ク
は
資
本
金
約
３
千
４
２

０
億
ド

ン

（
１７
・
１
億
円
）
。

出
資
比
率
は
日
清
フ
ー
ズ
７５

％
、
日
清
製
粉
グ
ル
ー
プ
本

社
２５
％
。
所
在
地
は
ベ
ト
ナ

ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
近
郊
の

ド
ン
ナ
イ
州
ビ
エ
ン
ホ
ア
市

ア
マ
タ
工
業
団
地
内
。
業
務

用
ミ
ッ
ク
ス
新
工
場
は
１９
年

冬
の
稼
働
を
目
指
し
、
今
冬

か
ら
着
工
す
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
で
は
経

済
成
長
と
と
も
に
、
業
務
用

プ
レ
ミ
ッ
ク
ス
の
市
場
が
拡

大
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も

ベ
ト
ナ
ム
は
質
の
高
い
労
働

力
を
背
景
に
、
海
外
向
け
の

加
工
食
品
生
産
基
地
と
し
て

も
目
覚
ま
し
い
成
長
を
遂
げ

て
お
り
、
業
務
用
プ
レ
ミ
ッ

ク
ス
の
さ
ら
な
る
需
要
拡
大

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
日
清
製

粉
グ
ル
ー
プ
で
は
成
長
著
し

い
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
業
務

用
ミ
ッ
ク
ス
市
場
の
開
拓

と
、
将
来
的
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

地
域
で
の
事
業
基
盤
強
化
に

向
け
て
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
現

�
大
人
の
缶
チ
ュ
ー
ハ
イ
�

研
ぎ
澄
ま
せ
て
積
極
投
資
へ

３年連続過去最高
ナチュラルチーズが牽引

業
務
用
プ
レ
ミ
ッ
ク
ス

事
業
、海
外
展
開
を
加
速

ベ
ト
ナ
ム
に
新
工
場
建
設
へ

日清製粉グループ

大豆関連団体 ��
不不
検検
出出
��にに
異異
議議
ああ
りり

Ｎ
ｏ
ｎ
―

Ｇ
表
示
で
要
望
書
提
出
へ

エバラ食品

東
南
ア
ジ
ア
で
事
業
拡
大

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
子
会
社

平
成
２９
年
度

チ
ー
ズ
消
費
量

国内チーズ消費量推移

2,800

2,900

3,000

3,100

3,200

3,300

平    成
25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

単位・100ｔ

「
売
上
堅
調
、
収
益
は
厳
し
く
」

（
業
務
用
冷
食
特
集

４
～
５
面
）

「
重
要
な
日
常
管
理
の
徹
底
」

（
食
中
毒
防
止
対
策
特
集

６
～
７
面
）

き
ょ
う
の
主
な
内
容

▼
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
新
Ｒ
Ｔ
Ｄ
▲
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